
県外からもご参加いただきました

令和４年６月定例会
2022年８月１日発行

第42 号
埼玉県皆野町議会

第1回 FunTrails Round  みなの 
「みんな一斉にスタート！」

 中学校 修学旅行 再開
 「舞妓さんとハイポーズ！」

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）
発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。パソコンやスマートフォンからご覧にな
りたい方は “みなのまち議会だより”で検索してください。

埼玉県内全域に拡大！
子ども医療費『現物給付』 P.2

みなの応援パッケージ P.5

町の考えを問う

４名の議員が一般質問 P.6〜7
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第
42
号
（
令
和
４
年
６
月
定
例
会
）

第
２
回
定
例
会
は
６
月
20
日
開
催
。
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
７
件
を
審
議
、
一
般
質
問
は
４
名
が
登

壇
し
ま
し
た
。

秩
父
音
頭
ま
つ
り　
　

          

　
　
　

     

（
１
８
０
万
円
）

 

質
疑  

秩
父
音
頭
ま
つ
り
は
縮
小
し
て

行
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
さ
ら
に
増
額

補
正
を
す
る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

 

答
弁  

今
年
の
秩
父
音
頭
ま
つ
り
は
規

模
を
縮
小
し
て
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
回
の
補
正
額
１
８
０
万
円
と
合

わ
せ
て
、
町
の
補
助
金
は
６
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。
ほ
か
、
協
賛
団
体
の
負

担
金
な
ど
の
予
算
と
し
て
総
額
７
１
５

万
６
０
０
０
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
打

ち
上
げ
花
火
は
前
回
と
同
じ
規
模
と
考

え
、
１
８
０
万
円
で
す
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨     

時
特
例
事
業
費
補
助
金     

　
　
（
４
８
４
万
１
０
０
０
円
）

 

質
疑  

こ
の
保
育
士
等
の
「
等
」
は

保
育
士
だ
け
で
は
な
い
の
か
、
対
象
を

伺
い
ま
す
。

 

答
弁 

保
育
士
を
は
じ
め
、
調
理
員
・

栄
養
士
・
事
務
職
員
が
、
正
規
・
非
正

規
関
係
な
く
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

給
食
の
賄ま

か
ない

材
料
費 

 

質
疑  

給
食
の
賄

ま
か
な

い
材
料
費
な
ど
、

物
価
高
騰
の
中
で
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
大
変
厳
し
い
状
況
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
保
護
者

に
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し

て
ほ
し
い
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

 

答
弁  

賄
い
材
料
費
な
ど
値
上
が
り
分

の
補
填
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
い
つ
の
価
格
を
基
準
に

し
て
、
幾
ら
余
計
に
か
か
る
の
か
の
具
体

的
な
数
字
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
創
業
支
援

事
業
補
助
金　
　

 

（
30
万
円
） 

 

質
疑  

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

 

答
弁  

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
の
創
業
事

業
と
し
て
１
市
４
町
で
実
施
し
ま
す
。

6月
定例会

子ども医療費『現物給付』子ども医療費『現物給付』
埼玉県内全域埼玉県内全域にに拡大！拡大！

 

令
和
4
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
質
疑
）



□
□
□
□
□
□
□
□
□
■

4
名
が
登
壇　

一
般
質
問

□
□
□
□
□
□
□
□
□
■

3

令
和
４
年
８
月
１
日
発
行

町
内
で
新
た
な
事
業
を
始
め
る
方
へ

の
補
助
事
業
で
、
創
業
に
係
る
建
物

の
改
修
や
修
理
へ
の
補
助
で
す
。

　

対
象
業
種
は
、
小
売
業･

飲
食
業

写真は「きらきらクラブ」

･

宿
泊
業･

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
。
ま
た
、

よ
ろ
ず
相
談
や
秩
父
創
業
塾
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
末
手
当
減
額

 

質
疑 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末

手
当
は
、
一
般
職
員
と
同
様
の
減
額
調

整
を
行
い
、
先
の
３
月
議
会
の
中
で
総

務
課
長
か
ら
「
一
般
職
員
の
減
額
は
０
・

15
か
月
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
対
象
と

な
る
会
計
年
度
任
用
職
員
は
12
月
1
日

時
点
で
役
場
全
体
で
何
名
で
す
か
。
ま

た
各
部
局
ご
と
の
対
象
会
見
年
度
任
用

職
員
の
数
と
時
給
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答
弁  

令
和
３
年
12
月
1
日
現
在
の

町
長
部
局
の
対
象
者
は
1
名
で
す
。
時

給
は
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

町
長
部
局
に
は
１
名
し
か
お
ら
ず
、
額

を
申
し
上
げ
る
と
個
人
情
報
の
保
護
に

も
関
わ
る
の
で
準
拠
し
て
執
行
し
ま
す
。

 

質
疑  

人
数
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま

し
た
。
時
給
は
「
対
象
者
が
限
ら
れ

て
い
る
」
と
の
理
由
で
答
弁
を
い
た

だ
け
な
い
よ
う
で
す
が
、
埼
玉
の
最

低
賃
金
で
あ
る
時
給
９
５
６
円
を
当

然
、
上
回
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

 

答
弁  

そ
の
と
お
り
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済　
　

          
 

質
疑 

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
促
進

事
業
補
助
金
４
４
０
０
万
円
は
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

い
つ
頃
実
施
を
す
る
の
で
す
か
。
当
初

の
予
算
で
終
わ
り
に
す
る
の
か
、
調
整

す
る
の
か
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答
弁 

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業

に
つ
い
て
は
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ
ン
ト

を
活
用
し
ま
す
。
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
今
の
段
階
で
は
10
月
頃
を
予
定
と

し
て
進
め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
の
予
算
を
上
回
っ
た
場
合
に
は

利
用
状
況
等
も
踏
ま
え
て
、
増
額
補
正

で
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
途
中
で

打
ち
切
り
と
い
う
よ
う
な
形
に
す
る
と

大
変
な
混
乱
も
起
き
ま
す
の
で
、
期
間

内
は
実
施
す
る
方
向
で
調
整
し
ま
す
。

（
※
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

 

５
月
臨
時
会
（
主
な
質
疑
）

令和４年１０月診療分から令和４年１０月診療分から
（ひとり親家庭の場合は令和５年１月から）（ひとり親家庭の場合は令和５年１月から）

み
な
の
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

4
名
が
登
壇　

一
般
質
問

子
ど
も
医
療
費『
現
物
給
付
』拡
大
！

埼玉県内全域で窓口払いが不要に埼玉県内全域で窓口払いが不要に

皆野町ひとり親
家庭等医療費支給に
関する条例の
一部改正

皆野町子ども医療費
支給に関する

条例の一部改正

皆野町重度心身
障害者医療費支給に

関する
条例の一部改正

今まで秩父地域内の病院や診療所、または薬局等
で、保護者の窓口での一部負担金の支払いは不要
とされ、町がその負担金を医療機関などに支払っ
ていました。（これを現物給付といいます）

条例改正により
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第
42
号
（
令
和
４
年
６
月
定
例
会
）

人 事  

令和４年第１回臨時会 令和４年第２回定例会同意

副町長の選任に同意

副町長 黒
くろさわ

澤 栄
ひでのり

則氏

教育委員会委員の任命に同意

教育委員会委員

 小
こばやし

林 歌
か お り

織氏 （大字皆野）柴﨑町長の補佐役として「町民の皆様と手を取り合った
まちづくり」に全力を尽くす所存です。職員と力を合わせ、
より身近で、より信頼される役場を目指しますので、ご
理解とご協力をお願いします。

防災対策、道路整備の推進に

努め、皆さんとともに、安心

･安全に暮らせるまちづくりに

取り組んでいきます。
産業建設常任委員会委員

皆野長瀞下水道組合議会議員

黒
くろさわ

澤広
ひ ろ じ

治 議員

安
全
な
明
る
い

安
全
な
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を

ま
ち
づ
く
り
を

総務教育厚生常任委員会委員

高齢者をはじめ、母子･父子家
庭の支援や青少年の健全育成
等の充実を図り、持続可能な
皆野町の実現に向け、熱い思
いと不屈の精神で尽力します。

横
よ こ た

田揚
あ き お

雄 議員

福
祉
の
充
実
を

福
祉
の
充
実
を

目
指
し
て

目
指
し
て

皆野町議会議員名簿

総務教育厚生常任委員会委員

一人でも多くの意見を聞き、

町政につとめる。生涯、町民

のための町政を行う。

宮
みやはら

原睦
む つ お

夫 議員

町
民
の
た
め
の

町
民
の
た
め
の

町
政
を
行
う

町
政
を
行
う

同意

 （大字下田野）

ロシアロシアによるによるウクライナウクライナへのへの
軍事侵攻軍事侵攻にに対対するする抗議決議抗議決議議員発議

　我が国を含む国際社会が強く自制を求める中、ロシアは令和４年２月２４日、ウクライナへの

軍事侵攻を行い、既に２カ月以上が経過した。

　ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は国際社会、ひいては我が国の平和と秩序、安全

を脅
おびや

かし、明らかに国連憲章及び国際法に違反する行為である。また、子供をはじめとした一

般市民を犠牲にする蛮行は国際人道法を犯す行為であり、断じて容認することはできない。

　よって、皆野町議会は、今回のロシアによるウクライナへの軍事侵攻に強く抗議するととも

に、武力行使の即時停止とウクライナ領土から直ちに全ての軍隊を完全に撤退させ、国際法に

基づく誠意を持った対応により、一刻も早く平和的に解決することを強く求めるものである。

　以上、決議する。　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年５月26日　皆野町議会
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令
和
４
年
８
月
１
日
発
行

み
な
の
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

4
名
が
登
壇　

一
般
質
問

子
ど
も
医
療
費『
現
物
給
付
』拡
大
！

ペイペイ

５月26日の臨時会で可決した

補正予算（第１号）に「みなの

応援パッケージ」が含まれます。

新型コロナウイルス感染症の
自宅療養者支援（120万円）

保育所等抗原検査キット配付
（48万4,000円）

体育施設予約システム導入
（310万7,000円）

Ｑどのような感染防止効果が望めるか。

A窓口での対面接触の回避。

Ｑネット申込の場合、利用料金の支払いはど

うなるのか。また、用紙での申込者との公平

性はどう考えているか。

A現段階では未定。

新型コロナウイルス感染症に対する
みなの応援パッケージ

  総事業費　
1億1,268万
8,000円

経済再生

学習
環境等
整備

自宅療養者支援 抗原検査キット

感染防止 キャッシュレス決済促進
　　　　　　　（４,４００万円）

Ｑいつ頃実施予定か。 また、いつまでか。

A令和4年10月に実施予定

   (10月1日〜10月31日)。

Ｑ使用の限度額や何％までという規制は
あるか。

APayPay残高の支

払いで、最大20％戻っ

てくるキャンペーン。

●付与上限

5,000円相当／回

10,000円相当／期間

消費喚起事業補助金
「わくわく抽選会」（500万円）
Ｑわくわく抽選会はいつ頃の実施か。

A令和４年12月に実施予定。

スクールカウンセラー設置
　　　　　　　（220万3,000円）

Ｑ何人分の予算でどのような効果なのか。

A各校、月１回訪問する計画で、カウンセラーは２名。

休校・感染の不安への対応や相談はじめ、感染後の

学校への復帰や不登校化を防止する相談等も実施。

Ｑ相談室の整備状況は。

A各校・園・相談室を設置している。

Ｑ入りやすくなっているか。

A児童生徒の相談だけの対応で

はなく、授業や休み時間等にカウン

セラーが巡視し、心配な児童生徒の情報収集や声が

けも行っている。また担任の先生と協力して積極的な

コミュニケーションを取り、相談しやすい関係の構築

にも努め、専門的観点からの助言や相談を行っている。

Ｑコロナ禍において利用は増えているか。

A学級閉鎖や行事の中止など、例年と違う事態が起

きるとストレスを感じる児童生徒がおり、相談件数も

増加している。

校（園）舎自動水栓設置工事
　　　　　　　（2,436万5,000円）

Ｑ手をかざすセンサー式か。

Aそのとおり。ただし、バ

ケツに水をくむ水道など

センサー式が適さないも

のは、手のひらを使わず

開閉できるレバー式の取付け

を検討している。

Ｑ停電時にも稼働するか。

A電気設備の必要ない電池式の設置を考え

ている。

Ｑ直接触れないことによっての感染リスク、

軽減はどのようなものか。

A自動水栓なら、手洗い前と後に栓に触れ

る必要がなく、洗った後、きれいな手を保つ

ことができる。手洗いは感染症対策の基本

で効果が高いとされており、その効果を最大

化できる設備だと考えている。
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第
42
号
（
令
和
４
年
６
月
定
例
会
）

町
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

宮み
や
は
ら原 

睦む

つ

お夫

質
問

町
長
は
４
月
の
町
長
選
挙
で

連
合
埼
玉
の
推
薦
を
受
け
て

当
選
し
た
の
で
、
立
憲
民
主
党
、
あ

る
い
は
国
民
民
主
党
路
線
を
歩
く
の

か
。
私
は
、
町
長
は
町
民
の
た
め
の

町
政
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
町
民
党

と
し
て
町
政
を
務
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
。

答
弁

（
町
長
）　
私
は
町
民
党
と
し

て
町
政
を
進
め
ま
す
。

質
問

町
民
の
た
め
の
町
政
を
行
う

な
ら
ば
、
町
の
事
情
等
を
十

分
に
理
解
し
、
情
報
を
集
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

で
き
れ
ば
ご
家
族
と
一
緒
に
皆
野

町
に
住
ん
で
い
た
だ
き
、
町
へ
の
理

解
を
深
め
、
今
後
の
町
政
を
担
っ
て

い
く
上
で
町
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
町
長
と
と
も
に
、
や
っ

て
い
た
だ
け
る
の
か
ど
う
か
、
伺
い

ま
す
。

答
弁

（
町
長
）　
家
族
に
つ
い
て
は
、

今
現
在
の
妻
の
仕
事
、
子
ど

も
の
学
業
な
ど
を
考
え
、
今
後
皆
野

町
へ
の
移
住
と
い
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問

年
間
、
毎
年
４
０
０
０
万
円

の
赤
字
の
あ
る
温
水
プ
ー
ル

は
、
１
日
も
早
く
や
め
る
べ
き
と
思

う
が
。

答
弁

（
教
育
長･

町
長
）　
施
設
の

有
効
利
用
を
図
り
つ
つ
、
そ
の

存
続
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
今
後
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

職
員
の
給
与
が
埼
玉
県
下
で
一

番
低
い
の
で
、
よ
い
職
員
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
月
額
３
万
円
位

上
げ
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁

（
総
務
課
長
）　
検
討
し
、
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
改
善
に
努

め
ま
す
。

全文は議会ＨＰ
で閲覧できます

一般質問とは、皆野町の課題等について、
議員が自身の政策提案も含めて町に考えを質

ただ

すものです。
この議会だよりでは、質問者本人が要約したものを掲載しています。

公
共
交
通
の

見
直
し
を
！

常つ
ね
や
ま山 

知と

も

こ子
 

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
は 

質
問

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
町
長
）　
当
町
は
少
子
高
齢

化･

人
口
減
少
が
進
み
、
令

和
４
年
４
月
に
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
町
に
は
活
性
化
し
得

る
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
人
達
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
町
、
若
者
が
定
住
し
元
気
に
暮
ら

せ
る
町
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
、
誇
り

を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

公
共
交
通
の
見
直
し
を
！

質
問

町
長
の
重
点
施
策
「
公
共
交

通
の
見
直
し
」
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
町
長
）　
公
共
交
通
は
地
域

活
性
化
の
た
め
に
不
可
欠
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
移
動
が
制

限
さ
れ
て
い
る
人
の
足
そ
の
も
の
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
公
共
交
通
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
当
た
り
、
必
要
な
も
の
と

考
え
ま
す
。協
議
の
場
の
設
置
に
向
け
、

具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

質
問

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
の
利
用

方
法
、
利
用
範
囲
に
つ
い
て

改
善
を
求
め
ま
す
。

答
弁

（
福
祉
課
長
）　
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
考
え
は

質
問

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
町
長
）　
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の

取
組
も
研
究
し
な
が
ら
、
当
町
の
実

情
に
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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令
和
４
年
８
月
１
日
発
行

み
な
の
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

4
名
が
登
壇　

一
般
質
問

子
ど
も
医
療
費『
現
物
給
付
』拡
大
！

横よ

こ

た田 

揚あ

き

お雄

質
問

今
年
の
12
月
は
３
年
に
一
度
の

改
選
期
に
当
た
り
、
民
生
・
児

童
委
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
福
祉
課
長
）　
ご
指
摘
の
と

お
り
、
民
生
・
児
童
委
員
の
確

保
は
、
大
変
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
民
生
・
児
童
委
員
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
適
格
要
件
と
選
任
要
件

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
候
補
者
の
人

柄
等
、
地
元
の
区
長
の
協
力
を
得
て
、

今
年
度
は
従
来
よ
り
２
か
月
早
め
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

小
鹿
野
町
・
川
口
市
・
さ
い
た

ま
市
で
は
協
力
委
員
を
設
置

し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
当

町
に
お
い
て
も
協
力
委
員
の
設
置
を

前
向
き
に
検
討
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
福
祉
課
長
）
民
生
児
童
員

協
議
会
の
皆
様
と
も
調
整
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

県
道
長
瀞瀞
玉
淀
自
然
公
園
線

工
事
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁

（
建
設
課
長
）　
常
楽
寺
入
口

付
近
か
ら
診
療
印
刷
付
近
ま

で
を
第
１
期
区
間
と
し
、
現
道
拡
幅
、

そ
の
下
、
三
沢
小
付
近
ま
で
を
第
２
期

区
間
と
し
て
バ
イ
パ
ス
新
設
す
る
区

間
と
な
り
ま
す
。
第
１
期
区
間
は
昨

年
11
月
25
日
に
地
権
者
へ
説
明
会
を

開
催
し
、
今
年
度
用
地
買
収
を
行
う

予
定
で
す
。
第
２
期
区
間
は
現
在
、

橋
梁
な
ど
、
構
造
物
の
設
計
や
用
地

測
量
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
全
体
の
公

共
事
業
予
算
配
分
が
減
少
す
る
中
、

秩
父
県
土
整
備
事
務
所
で
切
れ
目
の

な
い
予
算
確
保
に
努
め
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
町
で
も
早
期
工
事
着
手
に

向
け
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

【
要
望
】
近
年
は
バ
イ
ク
の
集
団
走
行
等

交
通
量
も
増
加
し
て
お
り
、
早
期
の
歩
道

付
道
路
完
成
が
図
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の

確
保
に
つ
い
て

内う
ち
か
い海 

勝か

つ

お男

質
問

柴
﨑
町
長
は
、
４
月
の
町
長

選
挙
に
お
い
て
４
人
に
よ
る
激

戦
を
勝
ち
抜
き
当
選
さ
れ
、
就
任
来

２
カ
月
が
経た

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
少
子
・
高
齢
化
、
人

口
減
少
、
地
域
衰
退
な
ど
多
く
の
難

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

町
長
の
町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

（
町
長
）　
町
政
の
運
営
に
当

た
り
基
本
と
す
る
こ
と
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
と
手
を
取
り

合
っ
た
町
民
の
た
め
の
町
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
し
っ
か
り
聞
く
と
い
う
こ
と
を

行
い
ま
す
。
今
後
、
気
軽
に
意
見
交

換
の
で
き
る
場
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

公
共
交
通
の
見
直
し

質
問

重
点
施
策
実
現
に
向
け
た
進

め
方
に
つ
い
て
、
柴
﨑
町
長
の

示
す
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る
「
公
共

交
通
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
す
か
。

答
弁

（
町
長
）　
地
域
公
共
交
通
会

議
を
含
め
た
協
議
の
場
の
設

置
に
向
け
速
や
か
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
公
共
交
通
の
運
行
ル
ー
ト
、

ス
ク
ー
ル
関
係
、
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

制
度
な
ど
、
総
合
的
な
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
要
望
】
今
後
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
免
許
証
返
納
も
増
え
て
き
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
が
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
安
い
料
金

で
外
出
等
で
き
る
公
共
交
通
の
見
直

し
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
導
入
等
、
総
合
的
な
検
討

を
要
望
し
ま
す
。

柴
﨑
町
長
の

政
治
姿
勢
を
問
う

町の考えを問う！ 一般質問 4名が登壇

 みんなのみなのまちぎかい　
      
みなのまちぎかいのとりくみ

効率的な議会運営のため、一般質問は議員があらかじめ質問項目と内容を通告した上で行われます。
質問の順番は届け出順となっており、1人あたりの持ち時間は皆野町議会の場合、「質問答弁あわせて60分」です。
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委 員 長 新井達男 　

副委員長 常山知子
委　　員 四方田実
　　    宮前　司
　　    林　太平
　　　　大塚鉄也 皆 野 町 議 会

老いてこそ人生
　私は議員９期にな
りますが、８０歳にして、人の気持ちが
分かるような気がします。
　これからは、生涯、町民のための町
政に取り組んでいきたいと考えていま
すので何でも相談してください。（宮原）

　

町

長

提

出

議

案

5/26

6/20

町

長

提

出

議

案

発議

次の定例会は
9月中旬頃
　の予定です

本会議の会議録を
議会ＨＰで公開中

gikai@town.minano.saitama.jp

Fax 0494-62-2791

議会だよりに対するご意見をお寄せください

（議会事務局宛）

※公開には一定の
　期間を要します。
　ご了承ください。

令和４年
第１回臨時会（5／26）

　　　 第２回定例会（6／20）で

審議された議案と議員の賛否（○：賛成 ×：反対）

結果

黒
澤
広
治

横
田
揚
雄

大
塚
鉄
也

林　

太
平

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

皆野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ー

令和４年度皆野町一般会計補正予算(第１号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて
（皆野町税条例等の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて
（皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度
皆野町一般会計補正予算（第９号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対する抗議決議
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和４年度皆野町一般会計補正予算(第２号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

秩父広域市町村圏組合の共同処理する事務の変更及び規
約の変更について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ー

教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議
長
は
採
決
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

　皆野町議会選出議員の大塚鉄也議員、小杉修一議

員の3月9日付組合議員辞職に伴い、新たに宮前司

議員、若林光雄議員が補欠選挙で選出。

　また、委員会等の改選で議長に林太平議員、常任委

員会委員長に宮前司議員、議会選出監査委員に若林光

雄議員が選任されました。管理者選出議案として、12

件が上程され、全て可決・同意されました。（林　太平）

5月24日(火)全員協議会開催。諸報告として①組合議員

補欠選挙の結果報告（秩父市の議員）、②臨時会管理者提出議

案の概要説明、③クリーンセンター発電設備の発電実績提示。

5月31日（火）臨時会開催。議長選挙、常任委員会、特別委

員会の委員の選任があり、管理者提出議案は５件で、ほか条

例改正３件、令和３年度補正予算、公平委員会委員選任が審

議され、原案のとおり認定・可決されました。 （四方田実）

秩父広域市町村圏
組合議会報告

皆野・長瀞下水道
組合議会報告

5 31（火）

臨時会
5 24（火）

全員協議会
（水）

定例会
3 16


